
１．事業概要

直接実施

委託・指定管理 （ : ）

（ : ）

補助金・負担金 （ : ）

その他 （ ）

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

427,501 43.49 429,317市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 28.98 420,619 28.02 425,105 46.91

0 0 0 0

10,769 10,769 19,084 17,560

170 -1 -13 -5

0

10,939 10,768 19,071 17,555

461 458

0 0 0

455

③退職金相当額

②報酬合計（非常勤） 0 0 0 0

0.05 0.00 0.05 0.00

参考：正規職員平均給与 9,040 9,101 9,219 9,167

25 27 22 23

0

人件費合計（①＋②＋③） 477 482 483 481

1,116

事業費（支出済額－②報酬合計） 775 660 501 635

償還金利子 0 0

職員数 （常勤｜非常勤） 0.05 0.00 0.05 0.00

①職員給与合計（常勤） 452

合計 0.05
一般財源 ※正規職員等＝正規職員＋再任用職員（短時以外）

＋任期付職員（短時以外）＋常勤嘱託職員

コ
ス
ト

　年　度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

支
出

12,191 11,910 20,055 18,671

1,252 1,142 984

0

正規職員等 0.05
635 国庫支出金 再任用短時・任期付短時職員 0.00

財
源
内
訳

H30年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．この事務事業に関わる職員数（任用形態別人工数）

分担金・負担金 平成30年度
使用料・手数料

千円 県支出金 非常勤職員 0.00
その他 （　　　　　　　　　　　）

635
千円

114　千円 印刷機用消耗品

使用料及び貸借料 521　千円 電子複写機及び印刷機貸借

635　千円

□

歳
　
　
　
出

H30年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な事業内容

需用費

事業実施
手法

(該当する
もの全てに
チェック）

■

□

□

429,317 人

根拠法令等 法律等 社会教育法，地方教育行政の組織及び運営に関する法律，藤沢市公民館条例

事業実施内容

適切な施設・設備等の管理を行い，利用しやすい環境を整えた。

年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

公民館の円滑な運営・管理のための施設等の維持管理。

対象 １．個人 市民

電話 6298

事業開始年度 不明 年度 終了（予定）年度 未定

細目 001 説明 01 課等の長 峯　浩太郎款 11 項 06 目 02

藤沢市　令和元年度事務事業評価シート簡易版（平成30年度分）

事務事業名 公民館管理費 担
当
課

部課名 生涯学習部鵠沼公民館

予算科目コード 会計 01

1



実績１単位あたりの総費用 A/実績　（円）

５．事務事業を進めていくうえでの課題と課題解決の取組

６．事務事業の評価と今後の方針

事業の方向性

７．事務事業の執行にあたって参照する業務記述書

８．部長確認欄

部名 生涯学習部 氏名 神原　勇人 確認日 2019/8/9

19 公民館使用料に関すること 無 無

※リスク分類Ⅰ・・・市民等外部へ影響を及ぼす度合い。リスクレベル１は対象者10％未満，レベル２は10％以上30％未満，レベル３は30％以上。
※リスク分類Ⅱ・・・組織内部へ影響を及ぼす度合い。リスクレベル１は課内への影響，レベル２は部内への影響，レベル３は他部又は全庁への影響。

評
価

印刷機・複写機を設置することで，公民館の円滑な運営・管理をすることができた。

今
後
の
方
針

　現状維持
引き続き円滑な運営が出来るよう，施設等の維持・管理に取り組んでいく。

業務記
述書№ 具体的業務の名称

業務見直しの視点等
新たな委託（一
部含む）の可能
性

業務効率改善
の可能性

リスク分類Ｉ リスク分類Ⅱ

18 公民館使用申請に関すること 無 無

20 公民館使用取消申請に関すること 無 無

(2)
(1)解決のため
の今後の取組

- - - -
※1 職員数・・・〔常勤〕一般職員，再任用職員，任期付職員，嘱託職員　〔非常勤〕月額報酬の非常勤職員（一部日額報酬の非常勤職員を含む）
※2 人件費・・・〔常勤〕任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出　〔非常勤〕月額報酬（一部日額報酬を含む）の年度合計額
※3 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し，事業に従事する一般職員数を乗じたもの

単位
-

単位

数値で表せない効果又は上記指標名の
設定ができない理由

施設等の維持・管理を目的とした事務事業のため，指標の設定はできない。

実
績

-
単位

-
単位

-

(1)
平成30年度末時

点の課題

特になし

成
果
実
績

指
標
名

-

目
標

-
単位

-
単位

-
単位

-
単位
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１．事業概要

直接実施

委託・指定管理 （ : ）

（ : ）

補助金・負担金 （ : ）

その他 （ ）

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

427,501 20.64 429,317市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 27.33 420,619 21.17 425,105 20.60

0 0 0 0

0 0 0 0

2,519 -24 -186 -80

0

2,519 -24 -186 -80

6,822 6,784

0 0 0

6,735

③退職金相当額

②報酬合計（非常勤） 0 0 0 0

0.74 0.00 0.74 0.00

参考：正規職員平均給与 9,040 9,101 9,219 9,167

375 403 331 347

0

人件費合計（①＋②＋③） 7,065 7,138 7,153 7,131

8,940

事業費（支出済額－②報酬合計） 1,911 1,884 1,840 1,809

償還金利子 0 0

職員数 （常勤｜非常勤） 0.74 0.00 0.74 0.00

①職員給与合計（常勤） 6,690

合計 0.74
一般財源 1,809　千円 ※正規職員等＝正規職員＋再任用職員（短時以外）

＋任期付職員（短時以外）＋常勤嘱託職員

コ
ス
ト

　年　度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

支
出

11,495 8,998 8,807 8,860

8,976 9,022 8,993

0

正規職員等 0.74
1,809 国庫支出金 再任用短時・任期付短時職員 0.00

財
源
内
訳

H30年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．この事務事業に関わる職員数（任用形態別人工数）

分担金・負担金 平成30年度
使用料・手数料

千円 県支出金 非常勤職員 0.00
その他 （　　　　　　　　　　　）

1,809 役務費 63　千円 ピアノ調律

千円 委託料 283　千円 公民館まつり

1,116　千円 各種講座・講習等の事業の開催

需用費 190　千円 公民館用事務消耗品

使用料貸借料 157　千円 DVD・フィルム賃借料

□

歳
　
　
　
出

H30年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な事業内容

報償費

事業実施
手法

(該当する
もの全てに
チェック）

■

■ 委　託　先 鵠沼地区公民館まつり実行委員会

委託等内容 公民館まつり

□

429,317 人

根拠法令等 法律等 社会教育法，地方教育行政の組織及び運営に関する法律，藤沢市公民館条例

事業実施内容

地域住民の生活文化の振興及び教養の向上を図るとともに，市民の自主的な学習文化活動を支援し，生涯学
習を推進するため，次の事業を実施した。
・各種学級・講座等事業の実施
・公民館まつりの開催

年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

社会教育事業の企画実施等，公民館運営を行う。

対象 １．個人 市民

電話 6298

事業開始年度 平成 23 年度 終了（予定）年度 未定

細目 003 説明 01 課等の長 峯　浩太郎款 11 項 06 目 02

藤沢市　令和元年度事務事業評価シート簡易版（平成30年度分）

事務事業名 公民館運営業務費 担
当
課

部課名 生涯学習部鵠沼公民館

予算科目コード 会計 01
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実績１単位あたりの総費用 A/実績　（円）

５．事務事業を進めていくうえでの課題と課題解決の取組

６．事務事業の評価と今後の方針

事業の方向性

７．事務事業の執行にあたって参照する業務記述書

８．部長確認欄

※リスク分類Ⅰ・・・市民等外部へ影響を及ぼす度合い。リスクレベル１は対象者10％未満，レベル２は10％以上30％未満，レベル３は30％以上。
※リスク分類Ⅱ・・・組織内部へ影響を及ぼす度合い。リスクレベル１は課内への影響，レベル２は部内への影響，レベル３は他部又は全庁への影響。

部名 生涯学習部 氏名 神原　勇人 確認日 2019/8/9

評
価

様々な分野の学習の場を提供することで，活発なサークル活動の支援を行うことができた。また，各世代を対象に地
域の実態に即した公民館事業を実施することで，多数の市民参加が得られ，学習活動の支援・促進を図ることができ
た。

今
後
の
方
針

　現状維持
住民の主体的な活動を引き続き支援するとともに，地域課題についての学びや地域団体と連携したまちづくり事業を
展開する。

業務記
述書№ 具体的業務の名称

業務見直しの視点等
新たな委託（一
部含む）の可能
性

業務効率改善
の可能性

リスク分類Ｉ リスク分類Ⅱ

21 公民館事業の企画及び実施に関すること 無 無 1 3

(2)
(1)解決のため
の今後の取組

共催講座の実施により既存サークルの活性化支援を図るとともに，幅広い年齢層を対象とした講座や
講演会を企画することで，公民館活動に参加するきっかけを作る。

687.05 613.19 662.78 639.85
※1 職員数・・・〔常勤〕一般職員，再任用職員，任期付職員，嘱託職員　〔非常勤〕月額報酬の非常勤職員（一部日額報酬の非常勤職員を含む）
※2 人件費・・・〔常勤〕任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出　〔非常勤〕月額報酬（一部日額報酬を含む）の年度合計額
※3 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し，事業に従事する一般職員数を乗じたもの

単位
13,847

単位

人 人 人 人

数値で表せない効果又は上記指標名の
設定ができない理由

人

実
績

16,731
単位

14,674
単位

13,288

(1)
平成30年度末時

点の課題

・サークルメンバーの高齢化による脱会，休会
・定年世代の加入促進

成
果
実
績

指
標
名

公民館事業参加者数

目
標

13,929
単位

17,134
単位

15,409
単位

15,798
単位

人 人 人
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